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◎知事提案説明
　2月18日の開会日には、条例制定などの議案が上程され、�
井戸知事が提案説明を行いました。
◎代表・一般質問
　2月24日の本会議では、各会派を代表して4人の議員が質問
を行い、25日からは、4日間にわたり、それぞれの立場から20人
の議員が一般質問を行いました。（→2面・3面参照）
◎予算特別委員会を開催
　3月1日には、平成28年度当初予算案などを審査するため、
予算特別委員会を設置しました。同委員会は4日から18日にか
けて専門的に詳しく審査を行い、平成28年度当初予算案など
を原案どおり可決すべきものと決しました。
◎議案などを審議・可決
　平成28年度当初予算案など議案104件、意見書案10件、決
議案1件を可決した他、2件の請願を採択しました。（→4面参照）

・�民主党･県民連合は、4月1日付けで、ひょうご県民連合に会派の名称を�
変更しました。

2月定例県議会の概要
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広げよう夢、伝えよう私たちの心、
あなたの声を県政へ

兵 庫 地 域 創 生 元 年 と な る 平 成
2 8 年 度 当 初 予 算 案 などを 可 決
〜審議日程　平成28年2月18日〜3月24日（会期36日間）〜

第331回（2月）
定例県議会

　国の補正予算による財源措置等
を活用し、緊急経済対策等の事業効
果を早期に発現させるため、２月１日
に臨時県議会を開催しました。
　この臨時県議会では、子育てや介

護環境等の整備、地域創生戦略の
展開やTPP関連農林水産業対策、
防災・減災対策など、総額435億円
規模の補正予算案を審議し、可決し
ました。

第330回
臨時県議会を開催

「
毎
朝
登
山
道
」（
神
戸
市
北
区
鈴
蘭
台
）　

松
本 

康
雄
さ
ん（
神
戸
市
北
区
在
住
）の
作
品

―
第
30
回
鈴
懸
の
径
絵
画
展（
主
催
／（
公
財
）兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
）受
賞
作
品
よ
り
―

議会トピックス
○議場コンサート開催
　開会に先立ち、兵庫芸術文
化センター管弦楽団による議
場コンサートが行われました。
レジデント・コンダクターの岩
村力さんの指揮で、クラシック
の名曲が演奏された後、入場
者全員で楽団の演奏と共に「ふるさと」を合唱しました。

○�大学生の議会参加
　若者に県議会への関心を持
ってもらうため、開会日に県内
大学生20人が議長・副議長と
の意見交換会などに参加しま
した。
　参加者は、議場コンサートを鑑賞した後、本会議を傍聴
し、井戸知事の提案説明などを聞きました。
　その後、議長・副議長を交えて、本会議を傍聴した感想
や若者の政治への関心を高める方法について意見交換が
行われました。若者の政治への関心を高めるには、「もっと
情報発信してほしい」「教育の中でも、議会の活動につい
て学ぶ機会が増えれば」などの考えが出されました。

2月定例県議会の主な審議日程
2月18日(木）
本会議（開会）

・議案上程
・知事提案説明　等

2月24日（水）
本　会　議 代表質問（4人）（2面参照）

3月22日（火）
本　会　議

・委員長報告、討論、表決
・追加議案上程　等

2月23日（火）
本　会　議 追加議案上程　等

2月25日（木）〜3月1日（火）
本　会　議

・一般質問(２０人）（2、3面参照）
・予算特別委員会設置

3月4日（金）〜3月18日（金）
予算特別委員会 付託議案審査

3月2日（水）
常任委員会

予算特別委員会
付託議案審査

3月24日（木）
本会議（閉会） 委員長報告、討論、表決　等

3月3日（木）
本　会　議 委員長報告、討論、表決

3月23日(水）
常任委員会 付託議案審査
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代 表 質 問一 般 質 問

地
域
創
生
は
、自
ら
主
体
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。多
様
性
を
持

つ
地
域
を
一
つ
の
兵
庫
と
し
て
連
携
し

て
、相
互
の
特
性
を
活
か
し
た
総
合
力

を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
域
創
生
戦
略
の
着
実
な
推
進
の
た

め
、28
年
度
早
々
に
は
、事
業
計
画
と
数

値
目
標
か
ら
な
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、「
多
様
性
と
連
携
」を
基
本

に
、兵
庫
の
未
来
を
拓
い
て
い
く
。

新
た
な
発
展
の
枠
組
み
を
構
築
し

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
、兵
庫
創
生
の
実
現
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

自
由
民
主
党 （
長な

が

岡お
か 

壯そ
う

壽じ
ゅ

）

◦�

発
達
障
害
者
へ
の
支
援
の
現
状
と

今
後
の
取
組
に
つ
い
て

◦�

地
域
医
療
構
想
の
推
進
に
つ
い
て

◦�

力
強
い
農
業
の
推
進
と
農
業
・
農
村

の
維
持
に
つ
い
て

Ｑその他の質問 A

関
西
広
域
連
合
は
、府
県
の
存
在
を
前

提
と
し
、関
西
全
体
の
広
域
行
政
を
担

う
責
任
主
体
を
確
立
し
、地
方
分
権
改

革
の
突
破
口
を
開
く
と
い
う
共
通
理
解

の
も
と
設
置
し
た
。単
な
る
府
県
を
廃

止
す
る
道
州
制
に
は
反
対
で
あ
る
が
、

府
県
と
市
町
村
の
二
層
制
を
前
提
に
、

府
県
域
を
越
え
る
事
務
に
つ
い
て
、広

域
連
合
で
の
可
否
な
ど
の
検
討
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

関
西
広
域
連
合
の
中
に
道
州
制

の
意
義
に
つ
い
て
議
論
の
場
を
設

け
、地
方
の
立
場
か
ら
発
信
す
べ

き
だ
と
思
う
が
、所
見
を
伺
う
。

維
新
の
会 （
掘ほ

り

井い 

健け
ん

智じ

）

◦�

公
共
施
設
を
取
り
巻
く
現
状
と
課

題
に
つ
い
て

◦�

人
事
・
給
与
に
つ
い
て

◦�

教
科
書
採
択
に
お
け
る
謝
礼
問
題

に
つ
い
て

Ｑその他の質問 A

高
校
段
階
で
は
低
所
得
世
帯
へ
の
給
付

事
業
の
実
施
の
ほ
か
、４
月
か
ら
第
１
子

へ
の
給
付
が
増
額
と
な
る
。大
学
段
階

で
は
、貸
与
制
度
だ
け
で
あ
り
、国
に
給

付
型
の
入
学
時
一
時
金
制
度
の
創
設
等

を
要
望
し
て
い
る
。た
だ
、返
済
能
力
に

関
係
な
く
全
て
給
付
型
と
す
る
に
は
課

題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、経
済
的
に
返
還

困
難
な
者
へ
の
柔
軟
な
返
還
制
度
な
ど

の
充
実
が
国
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

貧
困
の
連
鎖
の
解
消
に
向
け
、教

育
の
機
会
均
等
を
図
る
た
め
、給

付
型
の
奨
学
金
制
度
の
充
実
を
図

る
べ
き
。

民
主
党・県
民
連
合 （
上う

え

野の 

英ひ
で

一か
ず

）

◦�

自
治
体
病
院
の
県
立
病
院
化
等
に

つ
い
て

◦�

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
を
受
け

た
具
体
的
取
組
に
つ
い
て

◦�

成
熟
し
た
民
主
主
義
醸
成
の
た
め
の
シ

チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

Ｑその他の質問 A

国
の
低
所
得
世
帯
を
中
心
と
し
た
制
度

拡
充
を
ふ
ま
え
、県
と
し
て
中
間
層
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
３
人
以
上
の
子

ど
も
が
い
る
多
子
世
帯
へ
の
支
援
を
拡

充
し
、所
得
制
限
を
緩
和
す
る
。ま
た
、

新
た
に
第
２
子
を
対
象
と
す
る
事
業
を

創
設
す
る
。月
額
５
千
円
を
超
え
る
保

育
料
に
対
し
３
歳
以
上
児
に
４
千
円
、

３
歳
未
満
児
に
５
千
５
０
０
円
を
補
助

し
、子
育
て
の
環
境
の
充
実
を
図
る
。

来
年
度
予
算
案
で
人
口
の
自
然
増

対
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
保
育

料
軽
減
事
業
の
拡
充
、創
設
の
内

容
や
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

公
明
党・県
民
会
議 （
岸き

し

本も
と 

か
ず
な
お
）

◦�

震
災
の
教
訓
継
承
、発
信
の
新
た

な
展
開
に
つ
い
て

◦�

本
県
の
強
み
を
生
か
し
た
次
世
代

産
業
の
創
出
、振
興
に
つ
い
て

◦�

Ｇ
７
神
戸
保
健
大
臣
会
合
に
向
け

た
テ
ロ
対
策
に
つ
い
て

Ｑその他の質問 A

産
官
学
民
が
一
体
で
利
用
に
伴
う

危
険
性
等
の
理
解
を
深
め
る
取
組

を
全
国
に
先
が
け
て
行
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
今
回
の
青
少
年
愛
護
条
例

の
改
正
で
、健
全
に
利
用
す
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
。

青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
の
利
用
対
策
を
伺
う
。

吉よ
し

岡お
か 

た
け
し （
自
由
民
主
党
）

ＱA

◦�

県
産
農
林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド

の
育
成
に
つ
い
て

◦�

体
験
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
促
進
に
つ
い
て

その他の
質　問

家
庭
や
飲
食
店
で
の
食
べ
残
し
削
減

に
向
け
た「
３さ
ん

０ま
る・１い
ち

０ま
る

運
動
」の
展
開

な
ど
の
各
種
啓
発
活
動
、フ
ー
ド
バ
ン

ク
活
動
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
、バ
イ
オ

マ
ス
と
し
て
の
利
用
促
進
な
ど
に
よ
り

食
品
ロ
ス
の
削
減
を
推
進
し
て
い
く
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進
に
積

極
的
に
取
り
組
む
べ
き
。

島し
ま

山や
ま 

清き
よ

史ふ
み （

公
明
党・県
民
会
議
）

ＱA

◦�

ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
支
援

に
つ
い
て

◦
家
庭
教
育
へ
の
支
援
に
つ
い
て

その他の
質　問

効
率
的
か
つ
経
済
的
に
浸
水
安
全

度
を
向
上
さ
せ
る
方
策
に
つ
い
て
、

技
術
的
な
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、

市
が
防
災
安
全
交
付
金
事
業
を
活

用
し
、内
水
対
策
を
着
実
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

伊
丹
市
の
内
水
対
策
に
対
し

ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
。

川か
わ

井い

田だ 

清き
よ

信の
ぶ （

自
由
民
主
党
）

ＱA

◦�

伊
丹
空
港
の
さ
ら
な
る
利

活
用
に
つ
い
て

◦
ウ
メ
輪
紋
病
対
策
に
つ
い
て

その他の
質　問

外
国
人
観
光
客
が
増
加
す
る
中
、神

戸
空
港
を
最
大
活
用
で
き
る
よ
う
、

関
西
経
済
界
や
関
係
府
県
市
と
と

も
に
、３
空
港
一
体
運
用
と
規
制
緩

和
、国
際
化
を
目
指
す
取
組
を
進
め

て
い
く
。

開
港
10
周
年
を
迎
え
た
神
戸

空
港
の
将
来
像
は
。

向む
こ

山や
ま 

好こ
う

一い
ち （

民
主
党・県
民
連
合
）

ＱA

◦�

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
つ
い
て

◦�

若
者
教
育
へ
の
経
済
的
支
援

に
つ
い
て

その他の
質　問

神
戸
市
政・区
政
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
創
生
の
実
現
を
目
指
す
ひ
と
つ

の
役
割
を
、神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー
が

果
た
し
て
い
く
と
と
も
に
、県
市
関

係
機
関
の
共
同
移
転
に
よ
り
賑
わ
い

の
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
た
い
。

神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
役
割
と
展
開
を
伺
う
。

加か

田だ 

裕ひ
ろ

之ゆ
き （

自
由
民
主
党
）

ＱA

◦�「
地
域
祖
父
母
育
成
モ
デ
ル

事
業
」の
取
組
に
つ
い
て

◦�

防
災
教
育
の
必
修
化
に
つ
い
て

その他の
質　問

広告欄のため不掲載
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一 般 質 問
「
市
町
津
波
避
難
計
画
策
定
の
手
引

き
」に
基
づ
き
、市
町
に
適
切
な
避

難
計
画
を
策
定
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、県
民
の
命
を
守
り
ぬ
く
た

め
、市
町
と
と
も
に
、実
践
的
な
避

難
対
策
に
取
り
組
む
。

津
波
発
生
時
の
避
難
対
策
に

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

大お
お

谷た
に 

か
ん
す
け （
自
由
民
主
党
）

ＱA

◦�

子
供
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

◦�

高
齢
フ
リ
ー
タ
ー
対
策
に
つ
い

て　
　

その他の
質　問

県
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
よ
り
質
の

高
い
県
営
住
宅
の
整
備・管
理
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、民
間
賃
貸
住
宅

の
適
切
な
利
活
用
も
図
り
、重
層
的

か
つ
柔
軟
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

構
築
に
努
め
る
。

県
民
の
期
待
に
応
え
る
県
営

住
宅
の
整
備
を
求
め
る
。

い
そ
み 

恵け
い

子こ （
日
本
共
産
党
）

ＱA

◦��

公
立
高
校
の
入
試
制
度
に
つ
い
て

◦�

武
庫
川
の
総
合
治
水
対
策
、

河
川
整
備
に
つ
い
て

その他の
質　問

東
播
磨
地
域
の
観
光・交
流
拠
点
と

位
置
付
け
て
お
り
、石
垣
等
を
際
立

た
せ
る
樹
木
の
整
備
、平
成
31
年
の

築
城
４
０
０
年
イ
ベ
ン
ト
、海
外
を

視
野
に
入
れ
た
桜
や
菊
花
展
の
情

報
発
信
等
を
行
う
。

県
立
明
石
公
園
の
活
性
化
に

向
け
た
取
組
を
伺
う
。

北き
た

口ぐ
ち 

寛ひ
ろ

人と （
自
由
民
主
党
）

ＱA

◦�

県
立
こ
ど
も
病
院
に
つ
い
て

◦�

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
つ
い
て

その他の
質　問

農
地
の
区
画
拡
大
や
、大
型
収
穫
機

械
、乾
燥
調
製
施
設
な
ど
の
条
件
整

備
が
課
題
で
あ
る
が
、現
在
、国
に

お
い
て
収
穫
機
械
の
小
型
化
の
研

究
も
さ
れ
て
お
り
、今
後
こ
れ
ら
の

動
向
を
注
視
す
る
。

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
の
生

産
拡
大
の
取
組
に
つ
い
て
。

樫か
し

野の 

孝た
か

人ひ
と （

無
所
属
）

ＱA

◦�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ「
べっ
ぴ
ん
さ
ん
」

放
映
と
元
町
再
整
備
に
つ
い
て

◦�

自
殺
防
止
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

その他の
質　問

多
様
化
す
る
教
育
課
題
に
対
し
、知

事
部
局
と
教
育
委
員
会
の
連
携
を

図
り
つ
つ
、ふ
る
さ
と
兵
庫
を
愛
し
、

互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
明
日
の
兵

庫
を
切
り
拓
く「
自
立
し
た
人
づ
く

り
」を
推
進
す
る
。

地
域
創
生
元
年
、教
育
現
場
の

課
題
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

藤ふ
じ

原わ
ら 

昭し
ょ
う
い
ち一 （

自
由
民
主
党
）

ＱA

◦��

県
民
総
参
加
に
よ
る
兵
庫
の
創
生
に
つ
い
て

◦�

今
後
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
拡
大
に
つ
い
て

その他の
質　問

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
り
６
割
の
人

が
活
動
に
参
加
す
る
等
、着
実
に
浸

透
し
て
き
て
い
る
と
評
価
し
て
い

る
。今
後
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情

報
発
信
強
化
等
に
よ
り
参
画
と
協

働
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

参
画
と
協
働
の
取
組
の
評
価

と
今
後
の
進
め
方
を
伺
う
。

大お
お

豊と
よ 

康や
す

臣た
か （

自
由
民
主
党
）

ＱA

◦�

ひ
ょ
う
ご
ア
ド
プ
ト
の
推
進
に
つ
い
て

◦�

地
域
の
元
気
づ
く
り
に
資
す

る
道
路
整
備
の
推
進
に
つ
い
て

その他の
質　問

国
の「
小
児
慢
性
」助
成
は
長
期
治

療
へ
の
負
担
軽
減
で
あ
り
、乳
幼
児

等
へ
の
助
成
は
一
過
性
の
医
療
を
対

象
と
し
て
い
る
。国
と
地
方
の
役
割

分
担
の
観
点
か
ら
も
両
制
度
の
併

用
は
適
当
で
は
な
い
。

国
と
県
の
子
ど
も
医
療
費
助

成
を
併
用
で
き
な
い
か
。

し
の
木ぎ 

和か
ず

良よ
し （

公
明
党・県
民
会
議
）

ＱA

◦�

節
薬
に
よ
る
医
療
費
の
削
減
に
つ
い
て

◦�

特
別
支
援
学
校
高
等
部
卒
業
後
の
専
攻
科

設
置
に
よ
る
教
育
年
限
の
延
長
に
つ
い
て

その他の
質　問

多
様
な
働
き
方
を
不
利
な
く
同
じ

条
件
で
選
択
で
き
る
労
働
環
境
整

備
が
重
要
と
の
観
点
で
、男
女
が
と

も
に
意
欲
と
能
力
を
発
揮
し
て
、仕

事
も
生
活
も
充
実
す
る
兵
庫
づ
く

り
を
目
指
し
て
取
り
組
む
。

全
て
の
人
が
ケ
ア
ワ
ー
ク
を

担
え
る
働
き
方
の
推
進
を
。

迎む
か
い
や
ま山 

志し

保ほ （
民
主
党・県
民
連
合
）

ＱA

◦�

が
ん
闘
病
者
の
就
労
継
続
支
援
に
つ
い
て

◦�

歩
道
橋
撤
去
推
進
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て

その他の
質　問

昨
年
は
、出
会
い
サ
ポ
ー
ト
東
京
セ

ン
タ
ー
の
開
設
や
、会
員
登
録
の
要

件
を
緩
和
し
た
。来
年
度
は
、神
戸

セ
ン
タ
ー
へ
機
能
を
集
約
し
、市
町

窓
口
を
開
設
す
る
な
ど
、今
後
も
積

極
的
に
展
開
す
る
。

少
子
化
対
策
と
し
て
の
若
者

の
出
会
い
支
援
策
を
伺
う
。

住す
み

吉よ
し 

寛ひ
ろ

紀き （
維
新
の
会
）

ＱA

◦�

瀬
戸
内
法
改
正
を
契
機
と
し
た
瀬
戸
内
海

環
境
保
全
兵
庫
県
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

◦�

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

その他の
質　問

平
成
30
年
度
、宝
塚
市
内
に
開
設
す

る
新
た
な
学
び
舎
が
、広
域
的
に
活

躍
す
る
地
域
づ
く
り
人
材
の
育
成

拠
点
と
な
り
、学
生
や
卒
業
生
の
誇

り
と
な
る
よ
う
、施
設
整
備
と
運
営

の
充
実
に
取
り
組
む
。

「
阪
神
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
」の

機
能
を
強
化
す
べ
き
。

森も
り

脇わ
き 

保や
す

仁と （
自
由
民
主
党
）

ＱA

◦�

集
落
営
農
の
法
人
化
を
見
据
え

た
地
域
農
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

◦�

新
名
神
高
速
道
路
の
供
用
開
始
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

その他の
質　問

家
庭
教
育
の
体
系
化
整
備・推
進
本

部
制
等
の
検
討
ほ
か
、家
庭
は
子
育

て・教
育
の
原
点
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
ず
、学
校
教
育
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、食
育
、健
康
等
ト
ー
タ
ル
に
推

進
し
て
い
く
。

家
庭
教
育
の
充
実
へ
の
総
合

的
な
支
援
体
制
に
つ
い
て
。

藤ふ
じ

本も
と 

百ひ
ゃ
く
お男 （

自
由
民
主
党
）

ＱA

◦�

誕
生
80
周
年
を
迎
え
た
山
田
錦

の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
維
持
に
つ
い
て

◦�

東
条
川
疏
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
博
物
館
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

その他の
質　問

交
通
事
故
な
ど
の
後
遺
症
で
苦
し

む
脳
脊
髄
液
減
少
症
治
療（
ブ
ラ
ッ

ド
パ
ッ
チ
療
法
）の
保
険
適
用
を
踏

ま
え
、研
修
会
や
啓
発
な
ど
病
状
や

社
会
的
偏
見
に
苦
し
む
患
者・家
族

支
援
に
努
め
て
い
く
。

安
心
し
て
脳
脊
髄
液
減
少
症

を
治
療
で
き
る
環
境
を
。

北ほ
う
じ
ょ
う

条 
や
す
つ
ぐ （
公
明
党・県
民
会
議
）

ＱA

◦�

が
ん
予
防
に
向
け
た
検
診
強
化
に
つ
い
て

◦�

兵
庫
の
魅
力
を
発
信
す
る
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

その他の
質　問

姫
路
市
へ
は
整
備
用
地
の
提
供
や
、

製
鉄
記
念
広
畑
病
院
移
転
後
の
市

南
西
部
の
医
療
確
保
に
対
す
る
協

力
な
ど
市
民
病
院
を
持
た
な
い
中

核
市
と
し
て
の
必
要
な
支
援
を
求

め
て
い
く
。

姫
路
の
統
合
新
病
院
に
対
す

る
地
元
市
か
ら
の
支
援
は
。

竹た
け

内う
ち 

英ひ
で

明あ
き （

民
主
党・県
民
連
合
）

ＱA

◦�

組
み
体
操
の
実
施
に
つ
い
て

◦�
県
民
緑
基
金
の
県
債
管
理

基
金
へ
の
集
約
に
つ
い
て

その他の
質　問

災
害
時
に
適
切
な
医
療
を
確
保
で

き
る
よ
う
努
め
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。現
在
、受
援
計
画
を
策
定
済

の
県
立
病
院
は
２
病
院
で
あ
る
た

め
、来
年
度
中
に
全
て
の
県
立
病
院

で
計
画
を
策
定
さ
せ
た
い
。

県
立
病
院
に
お
け
る
災
害
時

の
受
援
計
画
策
定
状
況
は
。

門か
ど 

隆た
か

志し （
維
新
の
会
）

ＱA

◦�

犬
猫
繁
殖
業
者
へ
の
指
導
に
つ
い
て

◦�

自
動
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
の
普
及

促
進
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

その他の
質　問

中
小
企
業
の
産
業
競
争
力
を
高
め

る
こ
と
や
県
内
各
地
域
の
活
力
を

維
持
、発
展
さ
せ
る
こ
と
、中
小
企

業
を
支
え
る
人
材
の
確
保
、育
成
に

力
点
を
置
い
て
、中
小
企
業
の
振
興

を
図
っ
て
い
く
。

今
後
、中
小
企
業
振
興
施
策

の
ど
こ
に
力
点
を
置
く
の
か
。

水み
ず

田た 

裕ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う （

自
由
民
主
党
）

ＱA

◦�

姫
路
港
の
活
性
化
に
つ
い
て

◦�

県
立
姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
と
製
鉄

記
念
広
畑
病
院
の
統
合
再
編
に
つ
い
て

その他の
質　問

広告欄のため不掲載
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県議会には、定期的に開かれる「定例会」
と必要に応じて開かれるものがあります。

では、国の補正予算による財源措置等を活用
した平成２７年度補正予算等を審議するため
に、２月１日に開催されたのは次のうちどれで
しょうか。

Q
県議会プレゼントクイズ

　正解者の中から抽選で10名の方々に、兵庫県立淡路夢舞台温室「奇跡
の星の植物館」（淡路市）のペア入館券をプレゼントいたします。
　はがきに、クイズの答え、〒住所、氏名、電話番号、「県議会だより」につい
ての感想を記入の上、平成28年5月6日（金）（消印有効）までに、下記宛て
にお送りください。
〒650-8567（住所記入不要） 兵庫県議会事務局調査課

議会広報PRキャラクター
「兵

ひょうぎはかせ

議博士」

ア．  特別会　イ．  緊急会　ウ．  臨時会

※�商品の発送をもって当選発表と代えさせていただきます。
※�お預かりした個人情報は商品の抽選及び発送以外の目的には使用いたしません。

〒650-8567 神戸市中央区下山手通5丁目10番1号
☎078-341-7711（代）　FAX.078-362-9031編集・発行 兵庫県議会

兵庫県議会 http://www.hyogokengikai.jp/
県議会ホームページでは県議会の最新情報や過去の議会中継などもご覧になれます。

次回6月定例県議会は6月上旬～中旬に開催される予定です。

可
決
し
た
主
な
議
案
な
ど

▶平成27年度兵庫県一般会計補正予算
▶兵庫県男女共同参画計画の策定
▶ひょうご農林水産ビジョン2025の策定
など計50件を可決しました。

その他の議決案件

▶北朝鮮によるたび重なるミサイル発射に抗議する決議

▶精神障害者に対する交通運賃割引制度の適用を求める意見書
など計10件を可決し、関係省庁などに送付しました。

決　議

意見書

※可決した議案などの詳細はホームページをご覧ください。
意見書提出を求める計2件の請願を採択しました。
請　願

◎�各議案等に対する会派等の賛否をホームページで公表しています。
　�県議会トップページから「議案等に対する会派態度」をご覧ください。

▶青少年愛護条例の一部を改正する条例
　　�青少年のインターネット利用に関する基準づくりを支

援するもの。
▶兵庫県立森林大学校の設置及び管理に関する条例
など計33件を可決しました。

条　例

平成28年度当初予算の概要

▶安全な社会の形成
◦ひょうご住まいの耐震化促進事業
◦�県立大学減災復興政策研究科（仮称）の
開設準備

▶安心できる生活の実現
◦多子世帯の保育料軽減
◦兵庫県総合がん対策推進事業
◦認知症予防・早期発見の推進
◦障害者差別解消に向けた取組の推進

▶多彩な人材の活躍促進
◦学校・家庭・地域の連携協力推進
◦政治的教養を高める教育の推進
◦青少年のインターネット等の利用対策の推進
◦第36回近畿高等学校総合文化祭の開催

▶競争力ある産業の育成
◦地場産業ブランド力強化促進事業
◦中小企業向け融資制度の運用
◦新規就農者確保育成加速化事業
◦インバウンド対策情報発信事業

▶ふるさとの元気づくり
◦神戸電鉄粟生線の活性化に向けた支援
◦戦略的移住推進モデル事業
◦県営住宅における地域創生事業の実施
◦「ふるさとひょうご寄附金」の新規募集事業
◦イノシシ生活被害防止対策事業

▶兵庫の自立
◦県・神戸市連携事業の展開

　一般会計、特別会計、公営企業会計を合わせて計21件の平成28年度当初予
算案を可決しました。平成28年度の県政を推進する主な事業は次のとおりです。

●予算編成の基本的な考え方
　厳しい財政環境の中で、限られた財源
を有効に活用するため、第3次行革プラン
における改革の取組を着実に推進し、施
策の重点化を図る「選択と集中」を進め、
県民ニーズに的確に応えることのできる
予算を編成。

●予算の規模
一 般 会 計 1兆9,495億円

（前年度比101.4％）

特 別 会 計 1兆1,949億円
（前年度比92.6％）

公営企業会計 2,088億円
（前年度比99.4％）

合 計 3兆3,532億円
（前年度比98.0％）

平成28年度当初予算のあらまし

　阪神・淡路大震災直後に議員任期を延長した影響で、県議会議員の
選挙と任期開始の間に約2カ月の「ずれ」が生じています。（平成27年
度：4月12日選挙、6月11日任期開始）
　県議会では、この「ずれ」を解消するため、平成27年度に検討会を
設置し、精力的に議論を重ねてきました。その結果、次期（平成31年6
月～）の議員任期を約3年10カ月に短縮する特例法の制定を国に求め
ていくことで、全会派が合意しました。
　今後は、同じ問
題を抱える神戸、
西宮、芦屋3市議
会とも情報交換し
ながら、選挙期日
と議員任期の「ず
れ」の解消に取り
組んでいきます。

選挙期日と議員任期のあり方検討会の検討結果

主な県政の重点施策

【従来】 【解消策】

統一地方選
現任期（4年）

統一地方選
現任期（4年）

次期任期
（4年）

統一地方選

次期任期
（3年10カ月）

統一地方選

↑
2カ月
短縮
↓

次々期任期
（4年）

次々期任期
（4年）

31年4月

35年4月

6月

6月

35年4月
ずれ解消

広告欄のため不掲載


